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　有限会社ホシノレーシング

2013年 SUPER FORMULA シリーズ 第2戦
大分県 オートポリス

（2013年6月1日～6月2日）



2013年 全日本選手権 スーパーフォーミュラ第2戦
6月1日～6月2日（大分県オートポリス）

インパル勢、手堅くポイントゲット‼
フォーミュラ・ニッポン　

ドライバー ： J.P.オリベイラ No.19　Lenovo TEAM IMPUL

 : 松田 次生 No.20　Lenovo TEAM IMPUL

　6月1日(土）

悪天候の中、フリー走行と予選が行われましたが、予選では多量の降雨と霧で、スピンやコースアウトするマシ

ンが続出したため大会運営委員会は予選を中断、2日の朝のフリー走行の時間帯を予選にあてるという決定を

しました。1日の走行を見る限りではNo.2ロッテラーのタイムが抜きん出ており、またNo.16山本も速いタイム

を出すなど、ライバル対策の検討が急務となったため、チームはマシンセットの見直しを実施し、予選に備えま

した。

　

悪天候に見舞われたオートポリスで行われました、全日本選手権スーパーフォーミュラシリーズ第2戦の
（6月1日、2日）結果報告をさせて頂きます。



　

　6月2日(日）

予選時の雨量は減ったものの、ウエット路面でのタイムアタックとなりました。

やはりNo.2ロッテラーが速く、続く上位陣でインパル勢とNo.16山本らが争うなか、No.19オリベイラが最終

アタックで自己ベストをマークして2位という好ポジションに、No.20松田も4位に入り、まずまずの予選ポジ

ションをキープしました。

天候は決勝までにはやや回復状態になり、雨はやみましたが依然として路面はウェット部分が多く、No.8デュ

バルを除く全マシンがウェットタイヤをチョイスしての決勝スタートでした。

　決勝スタート

No.19オリベイラはスタートでやや出遅れ3位に、No.2ロッテラー、No.16山本、No.19オリベイラ、No.20松

田の順で周回、No.8デュバルは序盤下位に沈んでいましたが、4～5周くらいからタイムがあがり各チームがピ

ットインを……。我がチームはライバルに比べピットインが遅れた事は反省材料でした。

結局、No.2ロッテラー、No.18デュバル、No.16山本、No.19オリベイラ、No.20松田 、の順位は変わらず、オ

リベイラ4位、松田5位でゴールしました。

今回は雨天でのマシンのセットも負けていましたし、作戦も、ドライバーのチャレンジスピリット面もライバル

に負けていた様に思います。その事は真摯にうけとめ、その反省を今後のレースに生かしていかなくてはなりま

せん。

しかしながら松田は現在ポイントランキング1位、チームも1位、今後、ポイントの獲りこぼしの無いようシリー

ズを戦って行く所存です。皆様応援よろしくお願い申し上げます。

　

ゼネラルマネージャー 金子 豊



以上、チーム監督 ： 星野一義　

ドライバー ： J.P.オリベイラ　ドライバー ： 松田次生　

のコメントを含めたレース結果報告です。

ご一読頂きました上で、今後ともよろしくお願い申し上げます。

有限会社　ホシノレーシング

代表取締役　金子　豊

マシンの速さ、作戦、ドライバーのスピリット、すべて上位の車に負けていた。

こんな失敗は今後は無いようにしなくてはならない。

特に今回のオリベイラは本来の彼の走りじゃない。

全般的にスリッピーでグリップが無く、苦労した週末でした。

路面がドライに近くなったらやや良くなったが、

山本との差を縮められなかった。

スタートで3位になりたかったが……

タイヤの暖まりが遅く、スタート直後や、ピットアウト後は苦しかったです。

中盤からはまずまずのフィーリングだったけれど、

オリベイラをオーバーテイクすることは出来ませんでした。

●星野一義（監督）

●J.P.オリベイラ（ドライバー）

●松田次生（ドライバー）



公式予選　2013-06-2　天候：雨　コース：ウェット



決勝レース　2013-06-2　天候：曇　コース：セミウェット



ランキング


